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第
9
回
西
粟
倉
村

　
　
　

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
開
催
!!

   

９
月
28
、
29
日
、
あ
わ
く
ら
会
館
に

お
い
て
第
９
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

29
日
（
日
）
の
式
典
で
は
米
寿
者
・

金
婚
者
・
頌
徳
状
贈
呈
者
等
へ
の
表
彰

状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。（
表
彰
者

別
表
の
と
お
り
）

　

式
典
終
了
後
は
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
の

部
へ
と
移
り
、
威
徳
天
満
宮
の
獅
子
舞

を
皮
切
り
に
、
西
粟
倉
小
学
校
児
童
の

合
唱
・
太
鼓
・
民
謡
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

の
各
サ
ー
ク
ル
の
他
、
踊
り
や
手
品
、

詩
吟
の
個
人
出
演
発
表
、フ
ラ
ダ
ン
ス
・

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
コ
ー
ラ
ス
の
グ

ル
ー
プ
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
多
く

の
方
が
来
場
さ
れ
、
大
い
に
会
場
が
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
文
化
協
会
サ
ー

ク
ル
や
村
内
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展

示
の
他
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
力
作
揃

い
の
作
品
が
会
場
を
飾
り
ま
し
た
。
茶

道
や
押
し
花
、
陶
芸
体
験
コ
ー
ナ
ー
の

ほ
か
、
各
団
体
が
様
々
な
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
外
の
会
場
で
は
村
内
の
各

種
団
体
が
出
店
し
た
テ
ン
ト
村
が
で

き
、
焼
き
そ
ば
、
う
ど
ん
、
お
に
ぎ
り

な
ど
の
販
売
も
行
い
、
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

近
隣
の
地
域
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
か

ら
「
住
民
の
が
ん
ば
り
や
活
動
の
発
表

を
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
き
、
た
く

さ
ん
の
方
が
参
加
す
る
素
敵
な
ま
つ
り

で
す
ね
」
と
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
も

お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
多
く
の
方

が
つ
ど
い
、
ふ
れ
あ
う
秋
の
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

地区名 氏名 性別 生年月日
影石 福島 　勇 男 大正 13 年 10 月 30 日

谷口 山根 純江 女 大正 13 年 11 月 18 日

知社 尾上 　喬 男 大正 13 年 11 月 20 日

坂根 草刈 光子 女 大正 14 年   1 月   1 日

大茅 金田 芳子 女 大正 14 年  １月 16 日

谷口 尾関 秀雄 男 大正 14 年   2 月   8 日

坂根 山本 一惠 女 大正 14 年  2 月 18 日

引谷 向原 一馬 男 大正 14 年   3 月   2 日

坂根 田中 富喜子 女 大正 14 年   3 月 25 日

猪之部 國里 和男 男 大正 14 年   4 月 12 日  

塩谷 新田 耕平 男 大正 14 年   4 月 20 日

塩谷 新田 泰造 男 大正 14 年   4 月 21 日

別府 福島 　榮 男 大正 14 年   6 月 14 日

中土居 河野 嘉徳 男 大正 14 年   7 月 12 日

影石 萩原 藤枝 女 大正 14 年   8 月 26 日

坂根 檀原 重男 男 大正 14 年   8 月 31 日

米寿を迎えられた方
（大正１３年９月１６日～大正１４年９月１５日生まれ）

▲記念行事の様子

外会場も大賑わい !!
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太
田
豊と

よ

ほ穂
さ
ん
に

　             

　
感
謝
状
を
贈
呈

志
戸
坂
峠
に
ま
つ
わ
る
昔
噺
の
著
書
を
　

　
　
　
　
提
供
し
て
い
た
だ
き
電
子
化

　
　

今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
予
定

　

太
田
豊
穂
さ
ん
（
坂
根
）
は
以
前
か

ら
志
戸
坂
峠
に
ま
つ
わ
る
昔
噺
を
熱
心

に
研
究
さ
れ
、歴
史
の
道
『
志
戸
坂
峠
』

な
ど
多
く
の
著
書
を
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

村
で
は
美
作
国
建
国
１
３
０
０
年
記

念
事
業
と
し
て
、
こ
の
志
戸
坂
峠
に
ま

つ
わ
る
昔
噺
な
ど
を
保
存
し
、
皆
さ
ん

に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
電
子
化
に
よ
る
保
存
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
本
年
度
に
計
画
し

ま
し
た
。
事
業
で
は
、
太
田
さ
ん
か
ら

こ
れ
ら
志
戸
坂
峠
に
関
す
る
著
書
13
冊

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
電
子
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
電
子
化
に
よ
り
、

著
書
の
滅
失
や
劣
化
に
よ
り
こ
れ
ら
の

昔
噺
が
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
保
存
が
行

な
え
る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
志
戸
坂
峠
を
紹

介
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
著
書
の
提
供
に
感
謝
し
、
感

謝
状
の
贈
呈
を
10
月
21
日
に
行
い
ま
し

た
。

　

志
戸
坂
峠
は
因
幡
街
道
の
難
所
と
し
て

鳥
取
県
智
頭
町
側
で
は
「
駒
帰
（
こ
ま
か
え

り
）

峠
」
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
近
世
は

参
勤
交
代
の
道
と
し
て
も
利
用
さ
れ
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

因
幡
街
道
は
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た

脇
街
道
の
一
つ
で
、
播
磨
国
姫
路
（
兵
庫

県
姫
路
市
）
を
始
点
と
し
て
、
因
幡
国
鳥

取
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）
に
至
る
街
道
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
道
の
往
来
は
そ
れ
以
前
の

も
っ
と
古
く
か
ら
あ
り
、
平
安
時
代
後
期

の
官
人
平
時
範
（
た
い
ら
の
と
き
の
り
）

が
、

康
和
元
年
（
１
０
９
９
年
）
に
因
幡
守
と

し
て
任
地
へ
赴
い
た
と
き
の
記
録
で
あ
る

日
記
『
時
範
記
』
に
志
戸
坂
峠
の
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。
志
戸
坂
峠
は
歴
史
あ
る

峠
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

地区名 氏名 性別 生年月日
塩谷 井上たけよ 女 大正 11 年 10 月 14 日

影石 萩原    貞美 男 大正 11 年 12 月   6 日 

大茅 宮崎    速雄 男 大正 11 年 12 月 23 日

塩谷 大上 としこ 女 大正 12 年   2 月 25 日

下土居 手槌 つぎの 女 大正 12 年   3 月 19 日

大茅 萩原    皐月 女 大正 12 年   7 月 25 日

地区名 氏名 表彰種類
塩谷 林　加年子 自立更生

地区名 氏名 表彰種類
大茅 木村百合子 地域福祉活動
知社 小松　英夫 地域福祉活動

地区名 氏名 ご結婚された日
猪之部 井上  明 輝 昭和 38 年 3 月 5 日

　　   須恵子

金婚を迎えられた方
昭和 38 年９月１５日以前にご結婚されたご夫婦

老人クラブ連合会長表彰を受けられた方

身体障害者福祉協会長表彰を受けられた方

頌徳状を受けられた方
（満年齢 90 歳到達者）

受賞された皆様
　おめでとうございます

（右）太田豊穂さん（８９歳）→



4広報にしあわくら　11月号

受賞　おめでとうございます！！

　

坂
根
工
舎
で
家
具
を
作
ら
れ
て
い
る

「
木
工
房
よ
う
び
」
の
大
島
正
幸
さ
ん

（
33
歳
）
が
、
こ
の
度
「
福
武
文
化
奨

励
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
島
さ
ん
は
、
平
成
21
年
に
西
粟
倉

に
移
住
さ
れ
、
家
具
に
は
あ
ま
り
用
い

ら
れ
て
い
な
い
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
て
家
具

を
作
る
と
い
う
、
村
の
特
質
を
活
か
し

た
家
具
づ
く
り
に
挑
戦
さ
れ
て
い
ま

す
。
ヒ
ノ
キ
の
白
い
木
肌
を
活
か
し
、

す
べ
て
手
作
業
の
木
組
み
で
家
具
を
作

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
高
い
技
術
と
地
域

に
密
着
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
て
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

大
島
正
幸
さ
ん 

福
武
文
化
奨
励
賞
を
受
賞

　

９
月
27
日
の
授
賞
式
で
は
、
同
じ
く

福
武
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
た
作
家
の
あ

さ
の
あ
つ
こ
さ
ん
ら
に
続
き
、
製
作
の

苦
労
や
地
域
へ
の
思
い
を
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
語
ら
れ
、
会
場
を
沸
か
せ

て
い
ま
し
た
。

  

今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。

▲「自作の椅子を前に苦労話を…。」

（左）大島正幸さん（中）青木村長

（右）大島夫人と娘の百
ももり

森ちゃん（抱っこ）

　

木
工
房
よ
う
び
と
し
て
、
大
き
な
賞
を
い
た
だ

く
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
、全
員
で
勝
ち
取
っ

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

５
年
前
の
移
住
か
ら
、
暖
か
く
も
厳
し
く
見

守
っ
て
頂
い
た
、
西
粟
倉
の
方
々
。
共
感
、
共
闘

し
て
く
れ
て
る
仲
間
達
。
そ
ん
な
私
達
の
想
い
を

求
め
て
く
れ
る
お
客
様
。
家
族
。
色
々
な
方
の
支

え
と
応
援
あ
っ
て
、
受
賞
が
出
来
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

奨
励
賞
で
す
の
で
「
頑
張
っ
て
る
ね
、
も
っ
と
頑

張
れ
よ
!!
」
と
い
う
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ヒノキの家具は文化として認めてもらったんだから　　今まで以上に必死で走るしかないのです！

　　方向は、間違ってないはず！　そう、もっと必死に楽しく ..　僕達は夢を描けるはずだ！

で
す
の
で
、

ま
す
ま
す
、

頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
一

層

の

御

指

導
、
御
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し

く
御
願
い
致

し
ま
す
。

受賞コメント

「木工房ようび」 のみなさん

　

平
成
25
年
度
岡
山
県
花
き
共
進
会
に
お
い
て
、
草

刈
弘
幸
さ
ん
（
坂
根
）
が
「
全
国
農
業
協
同
組
合
連

合
会
岡
山
県
本
部
運
営
委
員
会
長
賞
」を
受
賞
さ
れ
、

10
月
20
日
（
日
）
に
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
県
花
き
共
進
会
は
毎
年
７
月
に
行
わ
れ
、
花

の
色
や
形
の
良
さ
、
葉
や
茎
の
姿
の
美
し
さ
を
中
心

草
刈
弘
幸
さ
ん 

 

岡
山
県
花
き
共
進
会
に
て

　

県
運
営
委
員
会
長
賞
優
秀
賞
を
受
賞

受賞コメント
　

初
め
て
の
出
品
で
大
き
な
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
共
進
会
に
お
い
て
も
花
色
が
大
変
良

い
と
の
評
価
を
受
け
た
よ
う
に
、
西
粟
倉
村
は

リ
ン
ド
ウ
の
栽
培
適
地
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を

機
に
今
後
、
村
内
で
の
生
産
者
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

に
審
査
が
さ
れ
ま
す
。

　

草
刈
さ
ん
は
６
年
前
か

ら
７
ａ
程
の
圃
場
で
リ
ン

ド
ウ
の
栽
培
を
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
共
進
会
へ
の
出

品
は
今
回
が
初
め
て
で
し

た
が
、
大
賞
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

   

今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
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中国自然歩道歩こう大会

パノラマハイキング

後山山頂での様子

～　絶景の尾根ルート　～

10 月 27 日（日）開催しました !!

 

第 12 回
　　秋の山野草展示会開催 !!

　あわくら山野草の会が『秋の山野草展』として、10 月 19
日（土）、20 日（日）に国民宿舎あわくら荘 1 階ホールで
開催されました。
　会場には、村内からだけでなく、近隣地域からも多くの方々
が来場されており大盛況でした。会場内には約 140 点の作
品が展示されており、山野に自生する植物、ヤマモミジや可
憐な花のダイモンジソウなど多くの秋の草花の鉢植えの展示

がありました。
　また、会場内
では、山野草の
苗の販売もあり
ました。

　恒例のパノラマハイキングを１０月２７日（日）駒の尾山登山口から駒の尾山～鍋ヶ谷山～船木山～
後山のルートで開催しました。
　台風の接近により天候が心配されましたが、当日は雨も降ることなく、参加者２５０名が各自の行き
たい山まで見頃の紅葉の中歩きました。
　下山後は豚汁で体を温め、皆さん笑顔で西粟倉の秋を満喫していました。

　今回のコースは岡山県
の標高第 3 位（駒の尾山）
～ 5 位（ 鍋 ヶ 谷 山 ） ～ 2
位（船木山）～ 1 位（後山）
の山を縦走し、岡山の高峰
をまとめて制覇できるコー
スです。
　みなさんもぜひ挑戦して
みてはいかがでしょうか !!

【問合せ先】　西粟倉村役場　産業観光課
　　　　　　℡　０８６８－７９－２１１１
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れ
る
第
１
回
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
小
中
・
就
学
前
・
生
涯
の

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
よ
り
身
近
な

話
題
で
議
論
を
行
い
、
懇
談
会
と
し
て

計
画
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
計
画
は
策
定
だ
け
で
は
意
味

が
な
く
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
こ
と

に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
今
回
ご
参
加
い

た
だ
い
た
委
員
の
み
な
さ
ん
に
は
自
分

た
ち
が
作
る
計
画
と
い
う
こ
と
で
そ
の

推
進
役
に
も
な
っ
て
い
た
だ
く
役
割
を

持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

目
指
し
た
い
姿
を
明
確
に
し
よ
う

　

今
後
策
定
を
進
め
る
上
で
、
大
切
に

な
る
の
が
教
育
振
興
基
本
計
画
の
中
で

目
指
し
た
い
姿
を
明
確
に
す
る
こ
と
で

す
。「
西
粟
倉
村
の
子
ど
も
た
ち
が
ど
の

よ
う
に
育
っ
て
欲
し
い
の
か
？
」「
村
民

西
粟
倉
村
教
育
振
興
基
本
計

画
策
定
懇
談
会
ス
タ
ー
ト
！

　

西
粟
倉
村
で
は
、
村
の
教
育
の
あ
り

た
い
姿
を
考
え
、
個
人
・
家
庭
・
地
域
・

学
校
が
連
携
し
て
、
そ
の
姿
に
向
か
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト
が
西
粟
倉
村
教

育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
で
す
。

　

そ
の
策
定
に
向
け
、
村
内
の
関
係
者

の
み
な
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
取
り
組
み

が
、「
策
定
懇
談
会
」
で
す
。
第
１
回

の
懇
談
会
で
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
村
の
教
育
振
興
基

本
計
画
に
対
す
る
思
い
、
懇
談
会
委
員

の
役
割
、
昨
年
度
策
定
し
た
第
５
次
総

合
振
興
計
画
と
の
関
係
な
ど
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
外
部
の
有
識
者
と
し
て

参
加
い
た
だ
い
て
い
る
美
作
大
学
教
授

の
松
岡
信
義
先
生
か
ら
、
近
隣
市
町
で

の
策
定
状
況
、
策
定
方
法
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
早
速
、

こ
の
計
画
の
意
義
や
策
定
に
向
か
う
過

程
に
つ
い
て
積
極
的
に
意
見
が
出
さ

れ
、
今
後
の
議
論
の
深
ま
り
が
期
待
さ

役職 氏名 所属・職

会　長 松岡　信義 美作大学　教授

副会長 國里　哲也 西粟倉小学校 PTA 会長

柳澤　芳雄 西粟倉中学校長

小林　久訓 西粟倉小学校長

小林　久美 西粟倉幼稚園長

小松美由紀 子ども館主任

河野　　玲 西粟倉中学校 PTA 会長

青木　伸也 西粟倉幼稚園 PTA 会長

青木　智子 ぽんぽこ園保護者

井上　吉男 文化協会会長

矢代　英二 社会教育委員

豊福　秀樹 県青少年推進員

小椋　義宣 体育協会会長

草刈　弘幸 スポーツ推進委員会会長

小林　　博 公募委員

　◎懇談会委員のみなさん

　◎今後の予定　

時　期 内　容
11/12 小中グループワークショップ①

11/13 就学前グループワークショップ①

11/14 生涯グループワークショップ①

12 月上旬
各グループワークショップ　②

（小中、就学前、生涯）

1 月中旬 懇談会②

2 月 パブリックコメント

2 月下旬 懇談会③

３月上旬 教育委員会に提出・策定

３月下旬 議会に報告

み
ん
な
に
関
係
す
る
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
に
つ
い
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
を
目
指
す

の
か
」
な
ど
、
こ
の
機
会
に
時
間
を
か

け
て
議
論
し
て
い
き
た
い
と
委
員
か
ら

ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

施
設
整
備
等
も
適
切
に

　

委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
施
設
整
備

に
対
す
る
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
子
ど
も
館
は
大
切
な
子
ど
も
た

ち
を
預
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
耐
震
化

な
ど
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
そ
ろ
そ
ろ

し
っ
か
り
考
え
て
は
ど
う
か
。」「
夏
場

に
必
要
な
エ
ア
コ
ン
の
導
入
な
ど
は
、

子
ど
も
た
ち
の
施
設
に
も
必
要
だ
が
、

高
齢
者
が
活
動
す
る
施
設
に
も
必
要
。」

な
ど
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総

合
振
興
計
画
と
の
連
携
も
行
い
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　教育に対する思いは、みなさんそれぞれに熱

いものがあります。今後の議論が楽しみです。

みんなで育もう、子どもたちの生きる力

いつまでも持ち続けよう、生きがい。

西粟倉村
教育振興基本計画

vol.1
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　毎年恒例の親子バス遠足として１０月１日
（火）に神戸農業公園とグリコピア神戸のお菓
子工場に行ってきました。「お父さん・お母さ
んと一緒に行くんで～」「どんなお菓子がある
かな」など、遠足をとても楽しみにしていた子
どもたち！農業公園ではお弁当を食べたり、た
くさんのドングリを拾ったりと秋の自然を満喫
する事が出来ました。またグリコピアでは、グ
リコのお菓子が出来るまでの製造工程を見学し
たり、お土産を買ったりと楽しい１日を過ごす
事が出来ました。

☆親子
　バス遠足☆

   毎年、学校支援ボランティアの榎原勝義さんに手伝って頂
きながら、ぞう組が育てている菊がきれいに咲き出しました。
そろそろ見頃を迎えます♪

きれいな菊が

     咲
きました☆

   遠足から帰ってからは、幼稚園では毎日お菓子工場ごっこを楽しんでいます。子どもたちは工場見学
で見てきた様子を園内に手作りし遊んでいます。手作りのお菓子を作るだけでなく、商品を動かすベル
トコンベアを作ったり、商品をお店まで運ぶトラックまで作り遊んでいます。



8広報にしあわくら　11月号

「
や
あ
！
」「
地
球
星
歌
」

「
ふ
る
さ
と
」
の
三
曲
を

発
表
し
ま
し
た
。
一
年
生

か
ら
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
意
識

し
た
発
声
を
心
が
け
て
歌

い
ま
し
た
。

　

最
後
は
「
挨
拶
タ
ッ
チ
の
旅

が
始
ま
る
」
で
、
会
場
の
皆
さ

ん
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

元
気
グ
ッ
ズ
作
り

幼
稚
園
と
の

　

交
流
に
向
け
て

さわやかお弁当給食
　１０月７日（月）
　今年３回目になるお弁当給食。今
回は、さわやか秋色のお弁当でした。
メニューは、
・栗おこわ　・秋色和え
・紅鮭のチーズフライ　・大学芋
・絹さやのソテー　・牛乳
・かぼちゃクリーム大福　でした。
西粟倉っ子は、 幸せです！！

　

６
年
生
が
進
め
て
い
る
「
挨

拶
タ
ッ
チ
の
旅
」
学
習
で
配
布

す
る
「
元
気
グ
ッ
ズ
」
を
、
全

校
で
作
り
ま
し
た
。
間
伐
材
の

板
を
磨
き
、
手
作
り
ス
タ
ン
プ

を
押
し
ま
し
た
。
素
敵
な
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
に
、
思
わ
ず
自
分
が

欲
し
く
な
っ
ち
ゃ
う
子
も
い
ま

し
た
。

　

幼
稚
園
と
の
交
流
会
に
向
け

て
、
１
・
２
年
生
が
、「
お
・
も
・
て
・

な
・
し
」
の
準
備
中
。
コ
ー
ナ
ー

を
一
杯
作
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
い
ま
す
。

村のふれあいまつり　合唱で元気を届け !!
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展示発表

２５人で創り上げた

学習発表会

　どの学年も短い期間で精一杯練習し
ました。私は実行委員会の準備と学年
練習が重なり大変でした。３年生の発
表では、緊張しすぎて大事な台詞を間
違えましたが、やりきることができま
した。合唱は感極まって途中から泣い
てしまい、あまり歌えませんでした。
   でも、一生忘れることのできない最
高の学習発表会になりました。
　　　　　学習発表会実行委員長
　　　　　　　　　　　 金子　瑞季

１年生『西粟倉村の未来』

２年生『職場体験』

３年生劇『がまの中で』 意見文発表

３年生三線演奏

全校合唱
全校 25 人ですが、一人

一人しっかりと声を出し、

気持ちがこもった歌声で

感動を与える発表でした。

1 年生はふるさと学習で学んだ、「百年の森林事業」を始めとした

様々な取り組みなどそれに関わる村職員、村民の皆さんにインタ

ビューを行い、勉強したことをニュース形式で発表しました。

2 年生は生徒たちそれ

ぞれが職場体験学習で

体験した出来事や仕事

について感じたこと、

学んだことをユーモア

を交えながら劇で伝え

てくれました。

3 年生は修学旅行で学んできた平和学習を劇で発表

しました。戦時中、自分たちと同じくらいの年の子

が、沖縄上陸戦により悲惨な経験をしてきたことを

迫真の演技で演じた他、沖縄の楽器三線も演奏しま

した。

 10 月 5 日 （土）

自分の意見を堂々と発表

しました。
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協力して上手に運んでいます！

一 般 書
・『祈りの幕が下りる時』　　　　　　 　   東野圭吾／著
・『政と源』　                                       　 三浦しをん／著
　
児 童 書  　
・『風立ちぬ』                                                    宮崎駿／作 
・『ジャッキーのしんゆう』　　　あいはらひろゆき／作
・『つくもがみ』　　　　　　    　　　　　京極夏彦／作  

今月の新着本

『どろぼうがっこうぜんいんだつごく』
　　　　　　　　　　　                     　　かこさとし／作

ロングセラー『どろぼうがっこう』のつづきのお話！　

   世にもおかしなどろぼうがっこう。ろうやに入れら
れてしまった、くまさか校長先生と生徒たちは、「だ
つごく」の計画をたてます。じゅんびばんたん、明日
はいよいよ「だつごく」の日 ! ところがどうしたこと
か、いつもとようすが違います。

岡山県立図書館配本について
　12 月上旬に配本が行われます。それにともな

い現在こども図書館で借りている県立図書館の本

が手元にあれば 11 月中に返却をお願いいたしま

す。

今月のおすすめ本

☆問い合わせ先☆

あわくら子ども図書館        西粟倉村影石３３

こども図書館　　            TEL279-2116

教育委員会内図書係　　　TEL279-2216

開館時間：１０：００～１７：００

休 館 日：祝祭日、年末年始　

１１月のお休みは 3 日と 23 日です。

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６

　10 月 10 日 ( 木 ) に行われた「元気の出るスポー
ツ大会」にぽんぽこ園、バンビの子どもたちも参加
させていただきました。
　会場のみなさんからも「かわいいなぁ」や「がん
ばれ、がんばれ！」と声をかけていただき、子ども
たちはうれしかったり、恥ずかしかったり。
　それぞれ競技や踊りでがんばりました。子どもた
ちの元気な姿や笑顔を見ていただき、元気になって
いただけるとうれしいです！

袋の中身は何が入ってるのかな？

たのしかったよ (^o^) ／

　
　バンビきっずも楽しんだよ！！競技になると子どもたちも一生懸命 一緒に並んだよ。わたし、先生みたい！

いつまでも元気でね。子どもたちにふれあうと元気になれます。 なかなか取れないなぁ。

元
気の出るふれあいスポーツ大会！！
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　10 月 14 日（月）、さわやかな
秋晴れの下であわくらたんけんク
ラブが開催されました。今回は、
西粟倉の森で天然のキノコを探し
ました。
　子どもたちはキノコ博士に教え
てもらいながら食べられるキノコ
を探しますが、なかなか見つらず
大苦戦。たくさん歩いて何とかキ
ノコを見つけることができまし
た。
　採れたキノコで食べられるもの
は、キノコのお味噌汁にして、お
昼ご飯にしました。食べられない
キノコも、どんなキノコなのか図
鑑を開いて調べました。
キノコは少なかっ
たけれども、ドン
グリやススキ、マ
ツボックリなどの
様々な秋をみつけ
た一日でした。

あわくら
　たんけんクラブ

『キノコ狩りに行こう!!」

このキノコは食べられる？

これはどんなキノコ？

キノコ図鑑でよーく調べます。
すごい臭いの 「ツキヨタケ」

キノコ汁はおいしかったかな？

しゃがんでみると 「ハタケシメジ」

が採れました。

真っ赤な実の 「マムシグサ」

　10 月は各地区で秋祭りが
ありました。
　大茅地区では獅子と天狗が
地区を歩いて周り、獅子舞を
全戸で行います。
　最後は入江神社で五穀豊
穣、家内安全を祈願し、獅子
舞奉納です。どの地区も若者
がしっかり伝統を受け継いで
います。

会。児童のほか保護者、あわくら大学生の方、地域
の方にも来ていただきました。
←児童が指揮者に挑戦 !!

岡山フィルハーモニック管弦楽団による
　「スクールコンサート」

　10 月 23 日（ 水 ） に
西粟倉小学校でスクール
コンサートが行われ、6
名の楽団員の方が校歌や
交響曲を演奏して下さい
ました。優れた芸術を近
くで鑑賞できる絶好の機

大茅地区の

　獅子と天狗→
↑粟倉神社の御輿と

　　　　　浦安の舞↓

「各地区の秋祭り」
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Vol.7

　「百年の森林事業」では毎年約 200 ha 前後の間伐と 10,000m 程度の作業道開設を行っ
ています。
　そこで今回は森林整備の流れと使用している高性能林業機械を紹介します。高性能林業
機械を使用することで、施業のスピードアップ、低コスト化を目指しています。

①チエンソーを使って立木の伐採

②バックホウを使って作業道の開設

③ハーベスタを使って玉切り（造材）

④グラップルからフォワーダへ
　積み込み、山土場へ運搬
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現
在
、
合
板
材
に
使
わ
れ
る
木
材

の
単
価
が
高
く
な
り
、
並
材
と
の
価

格
差
が
縮
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
長

所
は
、
多
少
質
の
悪
い
木
材
も
安
定

し
た
価
格
で
取
り
引
き
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。短
所
は
、価
格
差
が
縮
ま
っ

た
こ
と
で
普
通
の
材
が
入
っ
て
し
ま

わ
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

   

価
格
に
は
造
材
が
重
要
で
、
３
ｍ

の
直
材
が
と
れ
る
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
４
ｍ
に
造
材
す
る
と
、
曲
が
っ
た

林
業
で
が
ん
ば
る
若
手
の
コ
ラ
ム

編集後記

　高性能林業機械ハーベスタなど
が木材を造材し、フォワーダに積
込む姿を見ていると何かの動きに
見えてきます。そうですあの恐竜
のティラノサウルスです。そうい
えば最新の林業機械の名前はザウ
ルスロボ（木材をつかむ機能と土
を掘る機能を兼ね備えている。）と
言います。

ザウルスロボ

　　　　　→

＊ご意見・ご感想はこちらへ＊
　　　　西粟倉村役場産業観光課　　　　　　

部
分
が
含
ま
れ
て
価
値
が
下
が
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場

合
は
、３
ｍ
で
造
材
す
べ
き
で
す
。

　

仕
事
も
料
理
も
手
間
を
惜
し
め

ば
良
い
も
の
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
。　

　

私
は
市
場
や
仕
入
れ
の
プ
ロ
の

方
た
ち
と
積
極
的
に
交
流
し
、
技

術
を
伸
ば
し
て
道
を
究
め
て
い
き

た
い
で
す
。

「
自
分
で
切
り
開
く
」　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
作
東
備
森
林
組
合　

影 

本 

信 

之

　このように森林整備は各種の林業機械を
使って行われています。
  間伐を行わず暗くなった森林では地表が
むき出しとなり、雨などと共に表土が流れ
てしまいます。間伐を行う事で左の写真の
ように林内に光が入り、下層植生が生え、
表土の流出が抑えられます。
　こうして森林は健全な姿として次の伐採
時期を待ちます。

⑤山土場に集めた木材をグラップルを
　使ってトラックへ積み込み

⑥トラックで森林組合貯木場へ運搬

間伐後の山林
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保存が必要なもの 保存期間

帳　簿
収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） ７年
業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） ５年

書　類
決算に関して作成した棚卸表その他の書類

５年
業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、領収書など

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます

事業所得等を有する個人の白色申告の方に対する現行の記帳・帳簿等
の保存制度について、平成 26 年 1 月から対象となる方が拡大されます。

◎対象となる方
     ・個人で事業（農業を含む）や不動産貸付等を行う全ての方です。　
　　※　所得税の申告の必要がない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。
◎記帳する内容
　・売上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項
　・記帳に当たっては、日々の合計金額を記載するなど、簡易な方法で記載可能
◎帳簿等の保存

【帳簿書類の保存期間】

詳細は、国税庁ホームページをご覧ください。国税庁　で　検索

復興特別所得税が創設されました

　復興特別所得税の創設により、平成 25 年から平成 49 年までの各年分について、所得税と
復興特別所得税の合計額を納付することになります。

復興特別所得税額　＝　　基準所得税額　　×　　２．１％

　　　　　　　　　　　（原則 : その年分の所得税額）

　なお、給与所得者の方は、平成 25 年 1 月 1 日から平成 49 年 12 月 31 日までの間に生ずる
給与等から所得税及び復興特別所得税が源泉徴収されることになります。

◎復興特別所得税については、「個人の方に係る復興特別所得税のあらまし」（国税庁ホームページ
に掲載しています。）をご覧ください。

税 務署からのおしらせ
 その１

 その２

津山税務署　℡ 0868-22-3147
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住宅防火 いのちを守る 

　　　７つのポイント

　　　　
　秋季火災予防運動「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 25 年度全国統一防火標語）
　11 月 9 日から 15 日まで全国一斉に秋季火災予防運動が実施されます。
　日本全国で火災は 1 日に約 130 件、約 11 分に 1 件発生しています。
　これからの季節は、暖房器具等を使用する機会が増え、火災発生の危険も増してくるので、暖房器具等
の使用前には十分点検してから使用してください。

住宅用火災警報器により『救われた命』がたくさん
あります !!
　近年、住宅用火災警報器の普及と比例して火災に
よる死者も減少しています。
　住宅火災による犠牲者の大半は就寝中の逃げ遅れ
ですが、住宅用火災警報器で火災を早期に発見でき
れば、より早く避難することが出来ます。『住宅用
火災警報器を設置していれば救えたかもしれない
命』にならないよう、未設置の方は早急な設置をお
願いします。
　すでに設置されている方、作動点検はされていま
すか？いざというときのために作動点検を定期的に
行ってください。
※平成 25 年 6 月時点の美作消防管内の設置率は

「84.5％」。

消火器の不正取引が報告されています !!
　「消防法が改正され一般家庭にも消火器が義務
設置になりました」「古い消火器は中身の詰替が
必要です」等、消火器業者を名乗り言葉巧みに高
額な料金で消火器の販売や詰替えを行う事例が県
内外で多数報告されています。幸い、美作消防管
内ではそのような事例は報告されていませんが、
訪問販売で即決せず家族や近隣の方に相談するよ
う心がけてください。
※消防署は「住宅用火災警報器」や「消火器」の
設置のお願いはしますが、販売（お金を請求）す
ることはありません。怪しいと思われたら美作市
消防本部まで連絡してください。

（美作市消防本部予防課　℡　72-2602）

● 寝たばこは、絶対やめる。
● ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
     用する。
●ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消
     す。

●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を
     設置する。
● 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐ
     ために、防炎品を使用する。
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
     器等を設置する。
●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
    隣近所の協力体制をつくる。

【３つの習慣】

【４つの対策】

～農地いきいきキャンペーン～地域ぐるみで農地を守ろう！
11 月、12 月は「耕作放棄地解消強化月間」です。

　近年、農業の担い手の減少や高齢化によって、耕作放棄地が増えて農地が十分
に活用されていない状況となっています。
　そこで、11 月、12 月の「耕作放棄地解消強化月間」に、地域ぐるみで " 農地を守る日 "を設けて、
耕作放棄地を発生させない取組を実践しましょう。
①農地を考える日
　地域で農作業の作付け状況、不作付け地、農道・水路の状況について話し合いましょう。
②一斉耕うんの日
　土づくり・雑草防除・景観保全のために地域ぐるみで一斉に「耕うん」しましょう。
③一斉草刈りの日
　耕作放棄地やイノシシの隠れ場となる山際の「草刈り」をみんなで取り組みましょう。

【西粟倉村役場産業観光課／西粟倉村農業委員会】
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献血にご協力ください

日　時 ： 11 月 28 日（木）10 時 15 分～ 11 時 15 分（受付）
場　所 ： いきいきふれあいセンター

～移動献血車が来ます～

診 療所からのおしらせ

インフルエンザ集団予防接種予約受付中！

集団予防接種の予定は下記のとおりです。
１１月
　・１１日（月）午後　　・２０日（水）午前
　　　　　（受付終了）　　　　　　　　　　（受付終了）
　・２５日（月）午後　　・２７日（水）午前
　　　　　（受付終了）　　　　　　　　　　（受付終了）

１２月
    ・     ４日（水）午前　　 ・    ９日（月）午後
　　　　　（受付終了）　　　　　　　　　　（受付終了）
    ・１１日（水）午前　　・１８日（水）午前
    ・２４日（火）午後

料　　金：中学３年生以下（１回）…1,500 円
             　　              （生活保護・非課税世帯は０円）
　　　　　高校１年生～６４歳………3,000 円
　　　　　６５歳以上…………………1,500 円　
　　　　　　　　（生活保護・非課税世帯は０円）
※助成券が送付されている方は必ずお持ちください。

◎電話または窓口で必ず予約をしてください。
（希望される方はお早めにご予約ください。）

　問い合わせ先　　　診療所☎２７９－２２２０

予約が
必要です !!

　献血は、直接人の命を救うとても大切なボランティア活動です。手術やけがなどで輸血を必要とし
ている患者さんの尊い命を救うため、献血にご協力ください。

 献血にあたってのおことわりとお願い

　200ml の献血製剤は今まで多くの皆様方にご協力いただいた献血で十分な状態になっている一方、大
量の輸血を必要とする手術に必要な 400ml の献血製剤が不足しておりますので、今回は 400ml 献血（全
血採血）のみ（体重 50kg 以上の方のみ可）の受付とさせていただきますので、ご了承ください。
※手術などで大量の輸血を必要とする場合、輸血後に肝炎などのリスクを軽減するためには、極力少人数からの血液で必

   要な量を確保する必要があり、また、献血血液の使用可能な期間は全血の場合で採血後 21 日間と短いためです。

世界エイズデー
　　エイズ相談・検査のお知らせ

  １２月１日は世界エイズデーです。県保健所では、エイズに関する正しい知識等を一層深めていただく
ため、通常より時間を拡大して、エイズ相談・検査を実施します。検査料金は無料、匿名で受けられます。
日　　時：平成２５年１２月１８日（水）９時～１８時
予約締切：前日１７時まで
場所及び連絡先：美作保健所勝英支所　
          （美作市入田２９１－２   勝英地域事務所内     電話０８６８－７３－４０５４）
※その他：定例検査も毎月第３水曜日１０時～１１時に行っています。
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おしえて ね んきん
　　　　「社会保険料（国民年金保険料）
　　　　　　　　　　控除証明書」が発行されます

　～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～　

☆　詳しくは、津山年金事務所（TEL.0868-31-2360）までお問い合わせください。

　岡山県身体障害者更生相談所は、県北を中心に来所相談が困難な地域に出向き、義肢・車いす・補聴器
等が必要な障害者に対し補装具等の判定業務を行っています。

岡山県身体障害者更生相談所

　　平成 25 年度巡回更生相談のお知らせ

実施日程（近隣の実施場所）

実　施　日 実　施　場　所

11 月 21 日（木） 　津山市「神南備園」（聴覚なし）
11 月 26 日（火） 　美作市「大原保健センター」
  1 月 16 日（木） 　津山市「神南備園」
  3 月 20 日（木） 　津山市「神南備園」（聴覚なし）

※受付は、神南備園が 11 時から 12 時 30 分で、大原保健センターが 12 時から 13 時 30 分までとなります。

相談所ご利用のときは、あらかじめ各市町村役場に相談し、申請してからおいでください（詳しくは保健
福祉課におたずね下さい。）

※相談時には、身体障害者手帳と印鑑をご持参ください。
【問い合わせ先】　保健福祉課　℡ 279-7100

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。その年
の 1 月 1 日から 12 月 31 日までに納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成 25 年 1 月 1 日から 9 月 30 日までの間に国民年金保険料を納付された方については、「社
会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が 10 月下旬から 11 月上旬までに日本年金機構から送付され
ますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付してください。
　また、10 月 1 日から 12 月 31 日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方については、
来年の 1 月下旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えることができます
ので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表示されて
いる年金事務所へお問い合わせください。
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西粟倉村社会福祉協議会　

　　　　　　　　　２７９－２５６１

ゆうゆうハウス　　２７９－２８６１

ひだまり　　　　　２７９－２１００

　10 月 4 日（金）に『みまさか民話の会　ほっ
こり』さんに来て頂きました。近年、ゲームや
映像の中でめまぐるしい社会に翻弄されている
現代にあって、緩やかな語りを通じて「ふれあ
い」「昔の文化」「感動」を伝えられています。
　当日は、皆さんの語りを通じて、頭を働かせ
想像力を膨らませて話を聞きました。とても心
温まる時間を過ごせました。

☆★よりみち　イベント情報★☆

あめはどく・かくしだま・だんだん呑みなど

8 作品を披露して下さいました。どれも迫力

があり話に吸い込まれていきました。

次回は 12 月ごろに行う予定です。お楽しみに。

☆★元気のでるスポーツ大会★☆

　毎年恒例のスポーツ大会が 10 月 10 日（木）村民体育館で開催
されました。『ふれあい』『助け合い』『支え合い』を目的として行っ
ています。
　若杉会・ぽんぽこ園・幼稚園の子供達や小学校 4 年生と中学校 1
年生の生徒さんが今年も参加してくれて盛り上がりました。今回は、
赤・青・黄チームの３チームに分かれて、大玉回しリレーや玉入れ
など 12 種目の競技を行いました。皆さん、心地いい汗を流されて、
子供たちや他の地区の方々と楽しい交流をされていました。そして
この大会は、多くのボランティアの協力で行っています。皆さん、ありがとうございました。

西粟倉村社会福祉協議
会ではホームページ

「にしあわくらウェル」
があります。社協の事
業活動や介護保険利用

☆★お知らせ★☆

第３回社協杯囲碁ボール大会開催決定！！

　日　時：１１月１４日（木）　９時～
　場　所：あわくら会館　大ホール
　参加費：５００円（弁当代）　
　制　限：４０歳以上　　先着７０名まで
　　申し込み　１１月１１日（月）まで

恒例のあわくらジャンケン→
優　勝　榎原映子さん（筏津）
準優勝　平田　穂さん（引谷）
第３位　菅田満子さん（大茅）

←玉入れはみん

な必死に投げら

れていました！

→大玉回しリレー！

チームで早くわたし

て～

←急いで　ゆっくり！

ボールを落とさないよ

うに協力して…

→ペタンク用のボール

を使っての輪投げ！

よーく、的を狙って。

↑老人クラブ役員の方々が中心に運
営しました。

施設等の情報をのせています。ぜひ、ご覧下さい。
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割 割 割 割 割券 券 券 券 券引 引 引 引 引
黄金泉 有効期限
平成 26 年  1 月 31 日

黄金泉 有効期限
平成 26 年  1 月 31 日

黄金泉 有効期限
平成 26 年 1 月 31 日

黄金泉 有効期限
平成 26 年  1 月 31 日

黄金泉 有効期限
平成 26 年  1 月 31 日

　				 

　				   　			 

	

　				 

●お悔やみ申し上げます

・  山本　    尚   さん（坂根）       ９月 20 日 80 歳
・  新田　　悟　さん（別府）     10 月   ２日 60 歳
・  林　　三詔　さん（中土居）10 月 11 日 69 歳
・  井辺　八千代さん（猪之部）10 月 14 日 91 歳

　　　　　　　平成 25 年 10 月１日現在
　　　の動き　　　
●人口　  １，５５０人（＋ 3）
　　男　　　７１９人（－ 1）
　　女　　　８３１人（＋ 4）

（9 月中の異動：出生 0 人、死亡 3 人、転入 7 人、転出 1 人）　

●世帯　　　５６５戸（± 0）
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　　札情報　（平成 25 年１０月２０日まで）
　　　　※入札金額 120 万円以上を掲載しています。

発注課 建設課 建設課 建設課

事業名
平成 25 年度

林業専用道滝谷大津尾線開設工事

平成 25 年度

林業専用道佐渕大成線開設工事

平成 24 年度明許繰越

　　　佐渕大成線開設工事

施工場所 知社地内 知社地内 長尾地内

落札業者名 （有）小松組 （有）森下建測 平田工業（有）

落札金額

（税込）
14,175,000 円 21,000,000 円 10,080,000 円

入

善　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　意の窓　　　社会福祉協議会から
( 平成 25 年９月 20 日～平成 25 年 10 月 18 日 )

●おめでとうございます

　引　谷　乾　　里江　様　本人　　退院内祝

　下土居　白岩　ます子様　本人　　退院内祝

　別　府　道上　弘子　様　本人　　退院内祝

●お悔やみ申し上げます

　谷　口　小渕　昌江　様　夫　康義様　香典返し

　坂　根　山本　道明　様　父　尚　様　香典返し

　中土居　林　　敬庸　様　父　三詔様　香典返し
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と

森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携

により実現した「森の町内会－間伐に寄与する

紙－」を使用しています

割 割 割 割券 券 券 券 券引 引 引 引 引
黄金泉 有効期限
平成 26 年  1 月 31 日

黄金泉 有効期限
平成 26 年  1 月 31 日

黄金泉 有効期限
平成 26 年  1 月 31 日

黄金泉 有効期限
平成 26 年  1 月 31 日

黄金泉 有効期限
平成 26 年  1 月 31 日

割

月　日 行　事　等 休日急患医※１ ごみの日

11 月 11 日 月

12 日 火 資源ごみ

13 日 水

14 日 木 可燃ごみ

15 日 金

16 日 土

17 日 日 ・第 3 回レッツウォーキング
　　　8:30 受付　9:00 ～ 田尻病院

18 日 月 ・のびのび子育て相談（要予約）
　いきいきふれあいセンター

10:00 ～ 16:00

19 日 火 ・あわくら大学
　　　／奈義町大銀杏
　　　　9：30 ～ 13：30

びん類

20 日 水

21 日 木 ・年金相談（要予約）／
　　美作市大原公民館

10:00 ～ 15:00　

可燃ごみ

22 日 金

23 日 土 勤労感謝の日 原田内科

24 日 日 福井医院

25 日 月

26 日 火 資源ごみ

27 日 水

28 日 木 ・献血／
　いきいきふれあいセンター
　　
　　　  　　10:15 ～ 11:15

可燃ごみ

29 日 金

30 日 土

12 月１日 日 未定

２日 月 納付期限：・国保税第６期
　　※２

３日 火 かん類

４日 水 ・総合相談会／

　いきいきふれあいセンター

　　　　　 13:00 ～ 16:00

5 日 木 可燃ごみ

6 日 金 古紙類

７日 土

８日 日 未定

９日 月

１０日 火 資源ごみ

今 月 の 予 定

※１　休日急患医（美作市医師会）は、９月３日現在の予

　　　定です。

　　　利用にあたっては医療機関に必ずご確認ください。

※２　納付期限にご注意いただき納付をお願いします。口座　　

　　　振替の方は、残高確認をお願いします。

11 月生まれ

小
こまつ

松　奨
しょうと

人ちゃん

　　　　　
（引　谷）

　

　１1 月 9 日生まれ

お父さん　隆人さん

お母さん　光子さん　

●好きな食べ物

　ごはん、バナナ　

●ご両親からのメッセージ

　優しくて芯の強いたくましい人間になっても

らいたいです。　

西 粟 倉 の

文 化 財

　江戸時代後期より、代々
地区の氏子に伝承され、粟
倉神社大祭に奉納される由
緒ある獅子舞である。今年
も 1 ヶ月前から地区の若
者が公民館等で練習を重ね
披露しました。

西粟倉村
無形民俗文化財　
第 1 号　
昭和 39 年 10 月 9 日指定

『粟倉神社獅子舞』


